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嶺南地域の⽂脈を損なうことなく、
⼩さくとも永く続く豊かな地域にする

調査趣旨説明

⽬標

・都市と農漁村のより⼀体的な地域づくり

・次世代への継承機会の確保

そのためには…

・先を⾒据えた住⺠主導の撤退と再興の戦略づくり

場所ごとに知⾒を得る必要
まずは課題先進地の無住集落



①無住集落の活⽤実態や分布を把握
②アンケートやインタビューから
現役世代の意向、⼦供世代の継承に対する
考え⽅などを把握

福井県嶺南地域における

①無住集落の把握

②無住集落の持続性の評価

本調査の⽬的

調査趣旨説明



嶺南地域における無住集落の分布
【福井県】

嶺南地域
2市4町
⼈⼝：128,325⼈ (17.3%)

⾯積：1,099km2（26.2%)

無住集落・・・・・・10箇所(24.4%)
秘匿集落・・・・・・8箇所(16.3%)
居住者10⼈以下・・・2箇所(28.6%)



研究対象地

嶺南地域の無住集落のうち
何らかの維持活⽤が⾏われている集落→3集落



上根来集落（⼩浜市）

最も古い鯖街道の針畑ルート沿いの「無住集落」
最盛期には300⼈以上が居住
元住⺠などが維持管理活動



染ヶ⾕集落（おおい町）

元住⺠の組合が経営

鯖街道の周⼭街道ルート沿いの「無住集落」だった
キャンプ場



⽼左近集落（おおい町）

おおい町名⽥庄の最奥部に所在する最⼩の「無住集落」
2000年頃無住化
NPO法⼈が維持管理・活⽤

京都府

福井県

⽼左近



無住化後も維持・活⽤されている集落の活動状況



ヒアリング結果（8⽉〜9⽉にかけて対⾯で実施）



集落の共通の課題

・全ての集落で60代前半以上が主⼒
近い将来、活動の維持が困難になる可能性⼤

・現在の主⼒世代は継承について悲観的

・⼦供世代とのコミュニケーションが不⼗分で、
集落での活動への参加が⾒られない

⼦供世代の考え⽅は？



アンケートの構成について

上根来集落の元住⺠（15世帯）に郵送調査

主な調査項⽬定義対象者
・回答者属性
・集落の居住歴
・現在の集落への関与度
・⼦世代への継承状況 等

現在集落活動に
関わっている世代親世代

・回答者属性
・親からの継承状況、意識
・今後の意向 等

親世代の⼦供⼦世代



回答者の属性

■居住地の特徴
•親世代： 上根来から近距離の団地住みが多い
•⼦世代： 親世代と近居もしくは同居が多い

■職業・勤務地の特徴
•親世代： 建設業の⾃営業が多い
•⼦世代： 会社員で勤務地は⼩浜市内



親世代
継承について（アンケート結果）

⼦世代

Q.上根来地区に関する思い出や歴史を伝えていますか。

※他の選択肢に「よく伝えている」

Q.集落に関する思い出や歴史を聞いた
ことはありますか。

※他の選択肢に
「よく聞いている」
「あまり聞いていない」

Q.集落に関する思い出や歴史を聞いて
どのように感じましたか。

※他の選択肢に
「家族とのつながりが深まった」
「⾃分も語り継ぎたい」



継承について（アンケート結果）

4件

親世代

⼦世代
Q.今後、集落との関わりをどの程度持ちたいと考えていますか。

Q.今後、⼦供世代が上根来地区と関わりを持つことをどのようにお考えですか。

※他の選択肢に「積極的に関わってほしい」
「本⼈が関⼼がなければ関わらなくても良い」

※他の選択肢に「積極的に関わりたい」
「関わるつもりはない」「わからない」



負担に感じている要素について（アンケート結果）

親世代

⼦世代

Q.集落やご⾃⾝が所有する⼟地・建物との関わりの上で負担に感じることは何
ですか。（複数回答可）

Q.集落や今後所有が⾒込まれる⼟地・建物と関わりの上で負担に感じることは
何ですか。（複数回答可）

※他の選択肢に
「地区内の⼈間関係」
「⼈⼿不⾜」

「体⼒的な負担」は
⾃由記述を要約

※他の選択肢に
「地区内の⼈間関係」
「家族の理解を得るこ
と」将来的な⾃然解決が

難しい部分



維持・利活⽤について（アンケート結果）

1件

親世代

⼦世代

Q.現時点での所有している⼟地・建物の今後の意向を教えてください。

※他の選択肢に
「貸したい」
「売却したい
「今後利活⽤したい」

本回答の現状維持以外は
⾃由記述

※他の選択肢に
「貸したい」
「売却したい
「今後利活⽤したい」

本回答の現状維持以外は
⾃由記述

Q.今後所有が⾒込まれる⼟地・建物の今後の意向を教えてください。



まとめ

4件

1件

1件

1件

1件

●親→⼦へ活動内容の伝達頻度「時々」
現時点で⼦の積極的な関⼼・実際の活動参加なし

●親・⼦とも「現状維持」だが負担の内容にギャップ
親世代→経済・体⼒の不⾜
⼦世代→知識・技術、⼈の不⾜

●遠⽅の移住者（⽚道30分以上）→関与なし
今後も増加⾒込、⽇常の維持管理⼈⼝減



今後の展開

4件

1件

1件

①マルチシナリオ策定⽀援（維持部分を決める）
→総労⼒の減少

②イベント等を通した⼦供世代・外部⼈材への
継承機会の創造
→将来関与⼈数、必要技術・知識の確保

⾏政と住⺠の中間機関（例：⼤学、NPO、⼀社）
による関与の可能性



今後の展開（マルチシナリオ策定⽀援)

（国⼟交通省報告書より）



今後の展開

粗放的管理①

維持範囲
（権利関係○）

粗放的管理②

粗放的管理②

将来の状況に応じて、管理範囲・レベルを変えることもあり得る

マルチシナリオ作りによる計画的な維持管理戦略づくり

（Google Geminiで作成）



今後の展開（技術・知識の確保機会としてのイベント)
実施済



①フィールドワーク
実施済



②昼⾷会
実施済



③講演会
実施済



④ワークショップ
実施済



今後の展開（技術・知識の確保機会としてのイベント)

4件

1件

1件

1件



今後の展開（技術・知識の確保機会としてのイベント)



ご清聴ありがとうございました


